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アートと文化が誰にも近い街」を目指し、「アートと生活」をテーマとして、芸術や文化に親しんで 頂くきっ

かけを提供する芸術文化講座。各分野の専門家が、アートがはじめての方々にやさしく語りかけます。

2024年1月（第49回）は「暮らしの中の彩̶漆芸についてのお話とワークショップ̶」です。

日時：  2024/1/17（水）18:30～20:00（開場18:00）

会場：  ミュージアムタワー京橋16階Café16
 （交差点側の入口よりご入館ください）

形式 /定員：  会場集客 /20名（申込先着順）

参加料：  無料

申込方法：  Peatix（https://peatix.com/event/3689360）
  右のリンクボタン（またはQRコード）より
  お申し込みください。［申込開始：2023/12/13（水）］

開催当日に会場にお越しに
なれない皆さんのため、後
日アーカイブ映像をWEBサ
イトにアップロードします。

今井美幸氏（漆芸家 /東京藝術大学 社会連携センター 特任准教授）

東京藝術大学大学院美術研究科工芸専攻漆芸研究領域修了。雨の降る様子や木漏れ日の光などの自然

現象、木や花など自然のモチーフをテーマに、主に乾漆技法を用いて軽さと使いやすさとともに生活に溶

け込み、日々を彩ることができる作品作りを行なっている。Diplomarbeiten Paris・SanktPetersburg・

Hangzhou・Kanton・Tokio/Museum für LackkunstやAsian Lacquer Craft Exchange Research 

Projectに参加し、国内外で展覧会や制作研究を行う。現在、東京藝術大学社会連携センター特任准教授、

日本文化財漆協会理事を務める。
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＜ 2024年1月（第49回）＞

暮らしの中の彩
̶漆芸についてのお話とワークショップ̶

縄文時代の遺物からも漆工品が発掘されるなど、漆芸技法は長い歴史の中で、時代とともに変化を

遂げて現代へ繋がっています。この講座では、漆芸に関する歴史や素材についてのお話とともに、漆

芸技法を使用し、木地のお皿に色漆で絵やサインを入れてオリジナルのお皿の制作をしていただきます。

漆芸技術を体験することによって、より漆芸を身近に感じていただけましたら幸いです。(漆に被れな

いように注意して取り扱っていただきますが、まれに被れることがあります。)


